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中小企業の開発技術事業化に向けた支援 

平成 22 年度内前倒し実施 
 
経済産業書は、平成 23 年度の概算要求としていた、中小企業向け

支援の前倒し実施を決めた。 
支援の具体的な内容は、ものづくり基盤技術の高度化を目的として

いる、戦略的基盤技術高度化事業(サポイン事業)の拡充・加速化を今

年度内で実施する。また、サポイン事業を終了した事業者等による特

定ものづくり基盤技術の研究開発成果を活用した補完研究について、

展示品製作や販路開拓まで含めた取り組みに対しても支援を実施す

る。 
 
特定ものづくり基盤技術（20 分野）を対象に事業を実施。 

予算規模 100 億円 

 
○ 戦略的基盤技術高度化事業(サポイン事業)の拡充・加速化 

（委託事業） 

・ 新規研究開発の推進 
・ 実施中の研究開発の前倒し予算措置 
・ 自力で認定研究開発を推進してきた者の研究開発の推進 

 
○ 展示品製作や販路開拓までを支援 （補助金） 

・ 研究開発認定者（2185 件） 
・ サポイン事業修了者（332 件） 
以上を対象として、研究開発成果を活用した補完研究について、

展示品製作や販路開拓まで含めた取り組みを支援。 
最大 5 千万円(事業費の 2/3 補助)/件 
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